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(百万円未満切捨て)
１．2022年１月期の連結業績（2021年２月１日～2022年１月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年１月期 3,826 18.1 532 100.4 538 101.2 361 100.4

2021年１月期 3,238 △0.8 265 △66.8 267 △66.3 180 △71.8
(注) 包括利益 2022年１月期 365百万円( 101.5％) 2021年１月期 181百万円(△71.2％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年１月期 9.30 9.00 9.8 13.3 13.9

2021年１月期 4.66 4.42 5.0 6.8 8.2
(参考) 持分法投資損益 2022年１月期 ―百万円 2021年１月期 ―百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年１月期 4,074 3,660 89.6 93.82

2021年１月期 4,009 3,699 91.9 95.02
(参考) 自己資本 2022年１月期 3,649百万円 2021年１月期 3,685百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年１月期 530 △74 △7 2,695

2021年１月期 205 △170 30 2,245
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年１月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00 38 21.5 1.1

2022年１月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 77 21.5 2.1

2023年１月期(予想) ― ― ― ― ― ―

(注)2023年１月期の1株当たりの配当金については未定です。

　

３．2023年１月期の連結業績予想（2022年２月１日～2023年１月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 5,000 30.7 640 20.1 645 19.7 430 19.1 11.07

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 、除外 ―社
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年１月期 38,900,400株 2021年１月期 38,781,600株

② 期末自己株式数 2022年１月期 1,072株 2021年１月期 1,027株

③ 期中平均株式数 2022年１月期 38,836,924株 2021年１月期 38,684,241株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年１月期の個別業績（2021年２月１日～2022年１月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年１月期 3,649 16.5 571 93.5 574 94.7 401 147.7

2021年１月期 3,132 △0.3 295 △64.4 294 △64.2 161 △74.3
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年１月期 10.33 10.00

2021年１月期 4.19 3.97
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年１月期 3,947 3,690 93.5 94.84

2021年１月期 3,947 3,692 93.4 95.02

(参考) 自己資本 2022年１月期 3,689百万円 2021年１月期 3,685百万円
　

　

　

２．2023年１月期の個別業績予想（2022年２月１日～2023年１月31日）
　

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 4,300 17.8 695 21.1 460 14.7 11.84
7.

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に
基づいております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により実際に生じる結果が
予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社が将来予測に関するいかなる内容についてもその確実性を保証す
るものではありません。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、依然として厳しい状況にあ

り、段階的な経済活動の再開による持ち直しの動きがみられたものの、先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

当社が属する終活市場におきましては、潜在的需要は人口動態を背景に年々増加すると推測され「終活」に対

する社会的関心は日増しに高まりを見せております。

このような事業環境の中、当社グループでは、死後の供養を中心とする既存サービスのシェア拡大に加えて、

高齢者やそのご家族の課題解決のニーズに応えるため、生前の終活領域である相続事業や介護事業へ本格参入し

ました。また、100を超える地方自治体と「おくやみハンドブック」を協働刊行するなど、自治体を通じて日本

全国の終活にお悩みの方々を支援するための様々な施策や、大きな顧客基盤を持つ民間企業とのアライアンス連

携を開始いたしました。

この結果、当連結累計期間の業績は、売上高は3,826,139千円（前年同期比18.1%増）、営業利益532,765千円

（前年同期比100.4%増）、経常利益538,763千円（前年同期比101.2%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は

361,155千円（前年同期比100.4%増）となりました。

なお、当社は終活事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績の記載をしておりません。

（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

当連結会計年度の流動資産は3,340,352千円（前連結会計年度末比54,528千円増）となりました。主な要因は、

現金及び預金が450,557千円、前払費用が17,683千円及び貸倒引当金が8,288千円増加したものの、売掛金が

428,243千円減少したことによるものであります。

（固定資産）

当連結会計年度の固定資産は734,198千円（前連結会計年度末比10,847千円増）となりました。主な要因は、

のれんが104,236千円増加したものの、建物及びソフトウエアが87,281千円減少したことによるものでありま

す。

（流動負債）

当連結会計年度の流動負債は337,204千円（前連結会計年度末比86,439千円増）となりました。主な要因は、

未払金が100,220千円及び前受金が31,360千円増加したものの、未払法人税等及び未払消費税等が39,554千円減

少したことによるものであります。

（固定負債）

当連結会計年度の固定負債は76,708千円（前連結会計年度末比17,457千円増）となりました。主な要因は、長

期借入金が14,587千円増加したことによるものであります。

（純資産）

当連結会計年度の純資産は3,660,637千円（前連結会計年度末比38,520千円減）となりました。主な要因は、

資本金が7,151千円及び資本剰余金が7,151千円増加したものの、利益剰余金が49,969千円減少したことによるも

のであり、自己資本比率は89.6％であります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,695,809千円となりました。当連

結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において営業活動により増加した資金は530,226千円となりました。主な収入要因は、税金等調

整前当期純利益544,865千円が計上されたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動により支出した資金は74,564千円となりました。主な支出要因は、連結子会社

の会社分割に伴う支出60,000千円が計上されたことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において財務活動により減少した資金は7,412千円となりました。主な収入要因は、長期借入金

による収入20,100千円が計上されたものの、配当金の支払38,780円が計上されたことによるものであります。

（４）今後の見通し

当社グループでは、仏壇仏具業界向けの出版部門からスタートして以降、葬儀、仏壇、お墓といった供養を中

心とした終活に関するポータルサイトを運営し、ユーザーに対して様々な情報提供を行ってまいりました。次期

につきましては、既存事業の拡大に加え、顧客視点で生まれた新たなサービスの拡大に邁進してまいります。そ

の中で収益化する事業も増えてくると想定しております。また、クロスユース強化も重点施策の１つでありま

す。同時に５年後、10年後の将来を見据えた終活インフラの基盤となるための施策も進めてまいります。

次期（2023年１月期）通期業績見通しについては、売上高5,000百万円、営業利益640百万円、親会社株主に帰

属する当期純利益430百万円でおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する

方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年１月31日)

当連結会計年度
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,256,505 2,707,064

売掛金 958,494 530,251

製品 2,767 2,070

仕掛品 1,871 1,107

貯蔵品 598 163

前払費用 80,619 98,303

その他 2,684 10,821

貸倒引当金 △17,718 △9,429

流動資産合計 3,285,823 3,340,352

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 196,277 179,135

構築物（純額） 2,786 3,087

工具、器具及び備品（純額） 44,713 40,355

船舶（純額） 5,032 1,594

その他（純額） 43 351

有形固定資産合計 248,854 224,524

無形固定資産

ソフトウエア 244,416 174,277

のれん - 104,236

その他 202 202

無形固定資産合計 244,619 278,716

投資その他の資産

投資有価証券 363 363

繰延税金資産 18,846 25,448

敷金及び保証金 209,107 203,585

破産更生債権等 - 5,345

その他 1,560 1,560

貸倒引当金 - △5,345

投資その他の資産合計 229,877 230,957

固定資産合計 723,350 734,198

資産合計 4,009,174 4,074,551
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年１月31日)

当連結会計年度
(2022年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 361 371

1年内返済予定の長期借入金 2,944 5,513

未払金 144,679 244,900

未払法人税等 19,300 360

未払消費税等 40,676 20,063

前受金 20,668 52,028

預り金 21,446 13,968

その他 687 0

流動負債合計 250,765 337,204

固定負債

長期借入金 37,676 52,263

退職給付に係る負債 20,321 23,191

長期前受金 1,254 1,254

固定負債合計 59,251 76,708

負債合計 310,016 413,913

純資産の部

株主資本

資本金 1,038,547 1,045,698

資本剰余金 998,547 1,005,698

利益剰余金 1,648,205 1,598,235

自己株式 △198 △198

株主資本合計 3,685,100 3,649,434

新株予約権 7,753 707

非支配株主持分 6,304 10,496

純資産合計 3,699,157 3,660,637

負債純資産合計 4,009,174 4,074,551
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年２月１日
　至 2021年１月31日)

当連結会計年度
(自 2021年２月１日
　至 2022年１月31日)

売上高 3,238,413 3,826,139

売上原価 1,290,823 1,663,553

売上総利益 1,947,589 2,162,585

販売費及び一般管理費 1,681,710 1,629,819

営業利益 265,879 532,765

営業外収益

受取利息 33 113

為替差益 - 2,309

受取立退料 2,100 -

助成金収入 - 3,028

その他 1,027 702

営業外収益合計 3,161 6,153

営業外費用

支払利息 161 86

為替差損 964 -

その他 122 68

営業外費用合計 1,248 155

経常利益 267,792 538,763

特別利益

新株予約権戻入益 - 6,954

特別利益合計 - 6,954

特別損失

固定資産除却損 11,608 14

固定資産売却損 - 837

特別損失合計 11,608 852

税金等調整前当期純利益 256,183 544,865

法人税、住民税及び事業税 79,431 21,946

法人税等調整額 △4,534 157,572

法人税等合計 74,896 179,518

当期純利益 181,286 365,347

非支配株主に帰属する当期純利益 1,071 4,192

親会社株主に帰属する当期純利益 180,215 361,155
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年２月１日
　至 2021年１月31日)

当連結会計年度
(自 2021年２月１日
　至 2022年１月31日)

当期純利益 181,286 365,347

包括利益 181,286 365,347

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 180,215 361,155

非支配株主に係る包括利益 1,071 4,192
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年２月１日 至 2021年１月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 977,002 937,002 1,583,199 △198 3,497,006

当期変動額

新株の発行 61,544 61,544 123,089

剰余金の配当 △115,210 △115,210

親会社株主に帰属す

る当期純利益
180,215 180,215

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 61,544 61,544 65,005 - 188,094

当期末残高 1,038,547 998,547 1,648,205 △198 3,685,100

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 8,878 5,232 3,511,116

当期変動額

新株の発行 123,089

剰余金の配当 △115,210

親会社株主に帰属す

る当期純利益
180,215

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,124 1,071 △53

当期変動額合計 △1,124 1,071 188,041

当期末残高 7,753 6,304 3,699,157
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　当連結会計年度(自 2021年２月１日 至 2022年１月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,038,547 998,547 1,648,205 △198 3,685,100

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△372,343 △372,343

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,275,862 3,312,756

当期変動額

新株の発行 7,151 7,151 14,302

剰余金の配当 △38,780 △38,780

親会社株主に帰属す

る当期純利益
361,155 361,155

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 7,151 7,151 322,375 - 336,677

当期末残高 1,045,698 1,005,698 1,598,235 △198 3,649,434

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 7,753 6,304 3,699,157

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△372,343

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,326,815

当期変動額

新株の発行 14,302

剰余金の配当 △38,780

親会社株主に帰属す

る当期純利益
361,155

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△7,045 4,192 △2,853

当期変動額合計 △7,045 4,192 333,823

当期末残高 707 10,496 3,660,637
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年２月１日
　至 2021年１月31日)

当連結会計年度
(自 2021年２月１日
　至 2022年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 256,183 544,865

減価償却費 91,021 100,299

のれん償却額 29,867 7,445

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,256 △2,942

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,738 2,870

受取利息及び受取配当金 △33 △113

支払利息 161 86

為替差損益（△は益） 964 △2,309

売上債権の増減額（△は増加） △106,395 △161,926

未払金の増減額（△は減少） △18,565 53,547

未払費用の増減額（△は減少） 8,610 △11,938

前受金の増減額（△は減少） 1,413 31,360

その他 55,597 17,267

小計 328,819 578,512

利息の受取額 33 113

利息の支払額 △169 △86

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △122,906 △48,312

営業活動によるキャッシュ・フロー 205,777 530,226

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △88 -

定期預金の払戻による収入 636 -

有形固定資産の取得による支出 △72,872 △14,564

無形固定資産の取得による支出 △98,448 -

吸収分割による支出 - △60,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △170,772 △74,564

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 40,000 20,100

長期借入金の返済による支出 △15,924 △2,944

新株予約権の行使による株式の発行による収入 121,964 14,211

配当金の支払額 △115,210 △38,780

財務活動によるキャッシュ・フロー 30,830 △7,412

現金及び現金同等物に係る換算差額 △964 2,309

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64,869 450,558

現金及び現金同等物の期首残高 2,180,381 2,245,251

現金及び現金同等物の期末残高 2,245,251 2,695,809
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、ポータルサイトへの広告掲載料について、従来は広告掲載時に収益を認識しておりましたが、広告

掲載期間にわたり履行義務が充足されることから、広告掲載期間にわたり収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当連結会計年度の売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期利益がそれぞれ9,844千円減少

しております。また、利益剰余金の当期首残高は372,343千円減少しております。

(表示方法の変更)

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「未払金の増減

額」及び「未払費用の増減額」並びに「前受金の増減額」は金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立

掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っ

ております。この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に表示していた△47,055千円は、「未払金の増減額」△18,565千円、「未払費用の増減

額」8,610千円、「前受金の増減額」1,413千円、「その他」55,597千円として組替えております。

(追加情報)

新型コロナウイルス感染症の影響については、終息時期を正確に予測することは困難な状況でありますが、ワク

チンの効果が発現することで、今後徐々に回復していくものと仮定して、固定資産の減損および繰延税金資産の回

収可能性の判断等の会計上の見積もりを行っております。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社の事業セグメントは、終活事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年２月１日
至 2021年１月31日)

当連結会計年度
(自 2021年2月1日
至 2022年1月31日)

１株当たり純資産額 95.02円 93.82円

１株当たり当期純利益金額 4.66円 9.30円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

4.42円 9.00円

(注) １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

項目
前連結会計年度

(自 2020年２月１日
至 2021年１月31日)

当連結会計年度
(自 2021年２月１日
至 2022年１月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 180,215 361,155

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 180,215 361,155

期中平均株式数(株) 38,684,241 38,837,951

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 2,101,199 1,291,396

（うち新株予約権）（株） （2,101,199） （1,291,396）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期
純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

－ －

(重要な後発事象)

(自己株式の取得)

当社は、2022年１月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議し、自己株式の取得を以下のとおり実施し

ました。

１ 自己株式の取得を行う理由

機動的かつ柔軟な資本政策の実施により、株主還元の充実を図るため、自己株式の取得を行うものでありま

す。

２ 取得に係る事項の内容

　(1) 取得対象株式の種類：当社普通株式

　(2) 取得し得る株式の総数：800,000株(上限)

　(3) 株式の取得価額の総額：500,000千円(上限)

　(4) 取得方法：東京証券取引所における市場買付け

　(5) 取得期間：2022年２月７日から2022年４月20日まで

３ 自己株式の取得の状況

上記市場買付けによる取得の結果、2022年２月７日から2022年２月28日までに当社普通株式224,000株（取

得価額114,020千円）を取得しました。

　


